










要約:乳幼児の事故発生頻度を明らかにするための新しいサーベイランスシステムを考案

し、パイロットスタディーを行った。このシステムは健診時に過去の事故について調査す

るもので、わが国の健診率が高いことより信頼度も高く、多くの病院の協力や多額の経費

を必要としないなどの利点を持っている。

パイロットスタディーの結果、生後より 7～8 ヵ月までの医療機関受診の事故発生頻度は

3.0%、6 ヵ月より 1歳 6ヵ月までの同頻度は 14.5%であった。


